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東北地方太平洋沖地震　第一 次被害調査報告 （宮城県県南部〜 福島県相馬港）

東北地方太平洋沖地震i 第
一

次被害調査団 （宮城県県南部 〜 福島県相馬港）

1． は じ め に

　平 成 23 （2011）年 3 月 11日 に 発生 した 東北地方太平

洋沖地震に よ り生 じた 被害 の うち，宮城県県南部 （名取

川右岸）か ら福島県相馬市 に お け る被 害状 況 の 第
一

次 被

害調査 を 平 成23年 3 月 29 日〜30日に 行 っ た 。 本調査地

域 で は，港湾施設 ， 防潮堤 ， 河川堤防，鉄道施設，宅地

造成地などに 被害が見 られた。被害 の 多 くは，津波 に よ

る もの で あ り，地震動 に よ る被害 と断定で き る もの は 宅

地 造成地 を 除 く と少な か っ た 。

2．　 調査地域の概要および調査位置

　2．1 調査地域の概要 と被害状況

　 調 査 地 域 は，名取川 右岸 （名取市） よ り福島県相馬市

に わ た り ， 名取市，岩沼市，角 田 市，亘 理 町 ，山 元 町

（以上 ，宮城県），新地町，相馬市 （福島県） が調 査 地 域

に 含 ま れ る。

　 調 査 地 域 の お お ま か な 地 形 を 図
一 1に 示す

1）。こ の 地

域 に は ， 名取川，阿武隈川があ り，こ の二 つ の 河 川 の 間

に ある名取市，岩沼市は仙台平野の
一
部を構成 し て い る 。

海岸より丘 陵地 まで 約20km に わ た り平野部 とな っ て い

る 。 阿 武 隈川 よ り南 に 位置す る 亘 理 町 ，山 元 町 に は海 岸

よ り約 7km に 阿武隈高地 の北端部 が あ り，平 野 部 と丘

陵地 の境界を 国道 6号線 が 通 っ て い る。こ の 地域 を貫

く形 で 南北 に仙台東部道路が ， 山元町まで 完成 し て お り，

高速道路 の 高 さ約 4m の 盛 土 が 多 くの 地 域 で 津波 の 進

行を止めた こ とが指摘さ れ て い る。山元町，新地町 に お

い て は，国 道 6号 線 が 防潮堤 の 役割 を 果 た し た が，津

波 の
一

部 は 6号線 を 乗 り越 え，さ ら に 阿武隈高地 の 谷

部 に 向か っ て 進行 して い る 。
こ れ らの 地 域 の 死 者

・
行方

不 明 者 の 合計 は，4 月 15日現在 で 3765名 で あ り，東 日

本大震災 の 合 計者数 28000人 の 約 13％ を占め て い る2）・3）
。

こ れ ら人 的被害 の ほ ぼ すべ て が 津波 に よ る も の で あ る 。

　2．2 調査団員お よ び調査行程

　本調 査の 調 査 行 程 を 以 下 に 示 す 。 ま た，調査団員 を 表

一 1に ， 調査位置を図
一 1に示す。

　平成23年 3月29 日

　午前 ：  閖上 （ゆ りあ げ）漁 港 （港湾施設，津波被害）

　　　　  仙台空港 （空港施設被害）

　午後 ：  亘 理 町荒浜 地 区 （河 川 堤 防 被 害）

　　　　  亘 理町鳥の海地 区 （防潮堤被害）

　　　　  山 元 町 北 泥沼地 区 （鉄道施設，津波被害）
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図一1　 調査 地域 の 地 形概要 ・
調査位置 （Google　Map に

　 　 　 加筆）

　　　  角田 市野 田地区 （河川堤防被害）

平成23年 3 月30日

午前 ：   山元 町 笠 浜 地 区 （防潮堤被害）

　　　  山元町坂元駅周辺 （鉄道施設，津波被害）

　　　  相馬港 （港湾 施 設 被害）

午後 ：  松川浦漁港 （港湾施設被害，津波被害）

　　　  山 元町造成宅地被害現場 （造成宅地 被害）
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表一1　 調査 団員

調 査団 構成 氏 名 所 属

主 査 飛 田 善 雄 東 北学 院大 学

幹 　 ・
胃 計 森 友 宏 東北大学

団　員

安 藤 滋 朗

浅野 憲雄

野 田 利 弘

山 田 正 太郎

今西 肇

株木 宏 明

（株 ）不 動 テ トラ東 北支 店

岐阜大学

名 古 屋 大 学

名古屋 大 学

東北工 業大 学

東北 大 学

3． 調査結 果 の 概 要

　本調査の 調 査結果 の うち，主 だ っ た も の を か い つ ま ん

で 以下 に 紹介 す る 。

　3．1 空港施設被害 ： 仙台空港 （位置  ）

　仙台空港は海岸から500〜3000m に位置する。仙台

空港の 東 西 に伸 び る B 滑 走路 は ，滑 走 路 の 東半分 が 浜

堤 （砂 丘）部 ，西 半 分 が後背湿 地 部 とな っ て い る 。 平 成

20年 11月 よ り，滑走路 を横切 る 県道 の ボ ッ ク ス カ ル

バ ートや 水 路 の 周 囲 か ら重点的 に 液状化対策 （コ ン パ ク

シ ョ ン グ ラ ウ チ ン グ工 法， ク ロ ス ジ ェ ッ ト工 法，浸透固

化処理 工 法） が進め られて い た。こ の 液状化対策工 が 功

を奏 し，地 震動 に よ る滑走路の 大 きな 沈下 は 生 じ な か っ

た と報告さ れ て い る 。 津波 は 海岸 か ら約2000 〜2500m

の地点 ま で 到達し ， 空港 タ
ーミナル 付近 の 浸水深 は 約 3

m とな っ たが，写真
一 1 よ り分 か る よ うに ，滑走路 自

体 の 被害は そ れ ほ ど大 き くな か っ た。調査当時，滑走路

上 の 瓦 礫 を取 り除 く作業が 米軍 お よび 自衛隊 に よ り行 わ

れ，空 港 タ
ー

ミ ナ ル 内の 設 備の 復 旧 も進 ん で い た 。 滑 走

路 に 問題が な か っ た た め，救援物資等の 輸送 に 利用 さ れ

て い た。平成 22年 4 月ユ3 日 か ら民間航空機 の
一

部運行

が行わ れ て い る 。

　3．2　港湾施設被害

　（a） 相馬港 （位置  ）

　重 要 港 湾 で あ る相 馬 港 も，1 号 ふ 頭 ，2 号 ふ 頭 ，3 号

ふ 頭で 被害 が あ り ，
5 号 ふ 頭 で は，荷役 ク レ ー

ソ に損傷

が見 られた。相馬港 2号ふ頭では，写真
一 2の よ うな

岸壁 の 大規模 な 破壊が少 な く と も 6 カ 所 で 生 じて い た。

調査当 日 ま で に 岸壁 は従来 の 海岸線か ら最大 で 約20m

内部まで 破損 して お り，波 に よ る 浸食 に よ り徐 a に 破損

が 進行 して い た 。 岸壁背面 地 盤 は 浚渫砂 に グ ラ ベ ル ド

レー
ン （φ500mm ）が 施 工 さ れ て い た 。 岸壁 か ら伸 び

る タ イロ ッ ドは破断 して い た が，その 原因が 地震あ るい

は津波 に よる もの かは現段階 で は不明で ある。

　（b） 松川浦漁港 （位置  ）

　写 真一 3に示 す よ うに，津 波 に よ り岸壁 の コ ン ク リー

トブ ロ ッ ク （2m × 2m × 61n） が 内 陸 部 に乗 り上 げ，さ

らに 10〜30m 流され て い る。岸壁 背面の 地盤 は 洗 い 流

さ れ て い る。また ，国土地理院測地観測 セ ソ タ
ー

に よ る

と地 震 に よ る プ レート移動 に よ り沿岸部 の 標高が約40

cm 低 くな っ て い る。海面 と岸壁 上 面 が近 くな っ て い る

こ とか ら，今後 の 漁業再 開 に お い て ，水 揚 げ 作 業 等 に 支
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写 真一 1　 仙 台空 港 （位 置   ）被 害状 況

写真
一2　 相 馬港 岸壁 （位 置  ）被害 状況

　　　   寿纛 i蟻 鑓糞
一
　　こ蒙皇ξ盞i壽：毳羹萋i罍ヒ鼕…奪靆耄裂髴耋韆

写真一3　 松 川浦 漁 港 （位 置  ）被害状 況

障をもた らす もの と思われる 。

　3．3　防潮堤被害

　（e ） 亘 理町鳥 の 海地区 （位置  ）

　写 真
一 4 に示 す よ う に津波 に よ り防潮 堤 が 破 壊 され て

い る。防 潮 堤 の 高 さ は 地 震 後 の 水 面 よ り約 6m の 高 さ

を保 っ て い る 。 防潮堤の 背面 （陸側） の 浸食 が著 しく，

防潮堤 と陸側地盤 との 間 に 約30m の 浸水帯 が 生 じて い

る。

　（b） 山 元町笠浜地区 （位置  ）

　防 潮 堤 が 津 波 に よ り連 続 して 破 壊 さ れ るの で は な く，
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写真一4　 亘 理町 鳥の 海地区 （位 置  ） 防潮堤被害状 況 写真一6　 亘 理 町荒浜 地区河川堤 防 （位置  ）被害状況

写真一5　 山元 町笠 浜地区 （位置   ）防潮 堤被害状況 写真
一7　 角田 市野 田 地 区河川 堤 防 （位置  ）被害状況

断続的 に 破壊さ れ て い る 。 防 潮堤 の 高 さ は約 6．5m ，亘

理 町 鳥の海地 区 の被害形態と 同様 に ， 写真
一 5に 示 す よ

うに 防潮堤 の 背面 （陸側）が 大 き く浸食 され，約 50m

の 浸水帯が生 じて い る。

　3．4　河川堤防被害

　今 回 の 地震で ，河川堤防の 被害 は広域 に わた っ て い る。

国 土 交通省東北 地 方整備局に よ れ ば 4〕，名取川 （河 川 長

55km ）で は ，35カ 所 で亀裂
・沈下 の 被害が 見 られ た 。

阿武隈川 （河川 長239km ）に お い て ， 132か所 の 同様 の

被害 とな っ て い る。典型的な 2例 に つ い て報告す る。

　（e｝ 亘 理町荒浜地 区 （位置  ）

　写 真一 6 は 阿 武 隈 川 河 口 部 右 岸 堤 防 を 河 口 側 か ら撮 影

した もの で あ る 。 河 口 よ り遡 上 して きた 津波が越流 し，

堤防 が 浸食され た もの と思われ る。河川側 の コ ソ ク リ
ー

トパ ネル に 大 きな被害 は無 く，堤防 の 堤 内法面 の 浸食が

大 き い の が特徴で あ る。こ の 地 区 の 堤防 は ま きだ し厚

40〜60cm 毎 に 締固め が行 わ れ て い る 形跡 が あ り密 な状

態 で あ っ た。そ の た め ，地 震 に よ る堤防の 盛土 の変状は

ほ とん ど無 く，堤防上 面 の ア ス フ ァ ル ト舗装 は 平坦 な ま

ま で あ る 。

　（b） 角田 市野 田地区 （位置  ）

　阿武隈川左岸 の 河川堤防に，写真
一 7 に示 す よ うに ，

円弧 す べ りが生 じ て い る 。 堤 防 天 端 に約 40　cm の 段 差 が

生 じて い るが ，堤防中腹 に お け る 円弧 す べ り破壊 の 末端

姻

写 真一8　 山 元 町 北泥 沼地 区 （位 置  ）鉄 道 被害状 況

部 は 明瞭 に 表れ ず，若干の は らみ 出しが認 められ るの み

で あ っ た。こ の 地区の 右岸側 で は，角 田 市枝野 地 区 で 天

端 の 亀裂 ・沈下 ，丸森 町 小 齋 地 区 で 天 端 よ り明 瞭な 円 弧

状 の す べ りが 生 じ て い た。今後，堤防 の基礎地盤を含め

て 詳細な調査が 必要 で あ る。

　3．5　鉄道施設被害

　（e） 山元 町南泥沼 地 区 （位置  ）

　写真
一 8は 津波 に よ り脱線 し流 され た 貨物 列 車 の 状況

を示 して い る。重量 の あ る機関車部分 （ED75 形　基本

重量 67．2ton ）を 除 い て，貨物コ ン テ ナ部分 は 最大 で 50
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図
一2　 山 元 町 内の 造成 宅 地 に お け る斜面 崩壊 位置

　　　 （Google　Map に加 筆）

・
蒋再卑

鳳冊
唖

襲亦
窰

写 真一9　 山元町 造成 宅 地 （位置   ）被 害状 況 （図
一2崩

　 　 　 　 壊 A）

m 以上流 され，陸側 の 家屋前面 の 防風林 に衝突 して 止

ま っ て い た。レ ール や 枕木 は 流亡 して い る。

　（b） 山元町坂元駅 （位置  ）

　坂 元 駅は 海岸 か ら約700m 内陸 に 位 置 す る。 跨線橋 の

鋼製橋脚 に は ホー
ム か ら約 4m の 高 さ に 津波 に よ り流

され て きた物体に よ る削痕が あ っ た 。 橋脚基部 が津波 に

よ る 洗掘 を受 け ， 跨線橋 は 傾斜 して い た 。

　3．6 造成宅地被害 ：山元町造成宅地 （位置   ）

　 山 元 町 内の 造成宅地 に お い て，図
一 2 に示す よ うに，

合計 6 か 所 で 斜面崩壊 が 見 られ ，団 地 内 に 数多 くの亀

裂 が 観察 さ れ た。こ の うち，谷埋 め 盛 土 斜面 部 分 に 相 当

す る と思 わ れ る崩壊 A （写真
一 9 左側） と宅地外 周部

の 崩壊 D （写真一10）を 示 す。

　写真
一9左側の 谷埋 め 盛 土 斜面 の 高 さ は 写 真手 前 の 駐

車場 か ら約 25m ，崩壊幅 は 約35　m ，崩壊 して い な い 盛

土 斜面 部分 の 傾斜 は 約 30度，崩壊部 の 傾斜 は 約20〜25

度で あ っ た 。 崩壊土 砂 は 手前 の駐 車場 ま で 到達 した よ う

で あ っ た が ， 調査時 に は 土 砂 は排除 さ れ，取 り付 け 道路

に 大型土 嚢 に よる押さえ 盛土 の処置が なされ て い た 。 こ

の 造成宅地 を形成 し た 土は，文献
1）に よれ ば 固結度 の 低

い 砂 岩 （山下 層） で あ り，風化が進ん で い る状態 で あ っ
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写真一10 山元町造成 宅地 （位置  ）被害状 況 （図一2 崩

　 　 　 　 壊 D ）

た。こ の 造成地で は，以前 に も降 雨 に よる 斜面崩壊 が 生

じ て お り，隣接す る 斜面で は 補強 土 に よ る 復 旧 （写真
一

9 右側斜面 ）が 行 わ れ て い た が ．補強土 工 法 を行 っ た 斜

面 は 今回の 地 震で は変状は 観察され な か っ た事が 印象的

で あ っ た。写真
一10は，造成宅地外周部 に お け る崩壊

D を 示 し て い る 。 崩壊土 砂 は そ れ ほ ど湿 っ て お らず，

地下水の 浸出 も確認 で きな か っ た た め ， 地 震動 に よ っ て

斜面 の 安定 が 損な わ れ た もの と思 わ れ る 。な お，2011

年 4 月 7 日の最大余震 （マ グニ チ ュ
ード M7 ．1） に よ っ

て，斜面 崩壊が 進行 した 形跡 は 見 られ な か っ た。

4．　 お わ り に

　今 回 の 東北 地 方太平洋沖地 震 （M9 ．0） は，過去 に 例

を 見な い 大 規模 な地 震で あ る。地 震動 の 強 さ，長い 継続

時間 に よ り，地震動 に よ っ て数多 くの被害が生 じた事は

想像 に難 くな い。しか し， 地震動 に よ る被害 の 痕跡の 大

部分が，津波 に よっ て 失われて い る。調査時点で の 最終

的 被害形態 に対 して，地 震動 の 影響，津波 に よ る影響を，

想像 力 を 大 い に 働 か せ て 推測 ・分 離 し，被 害形 態 に至 っ

た 原因の 解明 を行 っ て い く必 要 が あ る。
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